
令和６年７月２３日

１ 施設の概要

２ 指定管理者が行う業務

３ 施設の管理体制

４ 施設の利用状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

令和５年度 628 532 546 466 394 617 665 536 439 495 537 670 6,525

令和４年度 536 524 527 502 436 497 578 526 463 395 590 548 6,122

増　減 92 8 19 △ 36 △ 42 120 87 10 △ 24 100 △ 53 122 403

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

令和５年度 49 41 39 38 22 43 34 42 39 53 45 59 504

令和４年度 29 40 34 44 33 32 36 33 40 36 45 42 444

増　減 20 1 5 △ 6 △ 11 11 △ 2 9 △ 1 17 0 17 60

５ 収支の状況

指 定 管 理 業 務 点 検・評 価 シ ー ト（令和５年度業務)

施　設　名 県立障がい者体育センター 所在地 鳥取市湖山町西３丁目１１３－２

施設所管課名 スポーツ課 連絡先 ０８５７－２６－７１９３

指定管理者名 株式会社ＴＫＳＳ 指定期間 令和６年度～令和１０年度

設置目的 障がい者の体育活動等を推進する。

設置年月日 昭和52年10月13日

施設内容
○敷地面積：７，８５４．６２㎡
○延床面積：９９２．６５㎡
○施設内容：体育室（バスケットボール１面）、男女ロッカー・シャワー室、事務室、器具庫（小・大）

利用料金 別添１のとおり

開館時間 午前９時～午後９時（７～９月は、午後９時３０分まで）

休館日
①毎週月曜日
②１２月２９日～１月３日

委託業務の内容

・障がい者体育センターの施設整備の維持管理に関する業務（保守管理、修繕、清掃、保安警備等）
・障がい者体育センターの利用の許可、利用料の徴収等に関する業務
・その他施設の管理運営に必要な業務（利用受付、案内、備品貸出、利用指導又は操作、利用者へのサービス提
供、施設の利用促進、その他施設の管理運営に必要な業務）

管理体制
　　常勤職員：３人、非常勤職員：２人　〔 計 ５人 〕

　【体制図等】　別添２のとおり

利用者数 (人)

利用料金収入
　　　 (千円)

区　　　　　分 令和５年度 令和４年度 増　　減

収入

事業収入

利用料金収入 504,345 444,080 60,265

減免交付金 1,638,335 1,711,020 -72,685

県からの委託料 8,708,000 8,804,000 -96,000

小　計 10,850,680 10,959,100 -108,420

事業外収入

雑収入 160,189 165,438 -5,249

受取利息 0 20 -20

繰入金 0

小　計 160,189 165,458 -5,269

計 11,010,869 11,124,558 -113,689

支出

 人  件  費 4,793,156 4,608,387 184,769

 管理運営費 6,217,713 6,516,171 -298,458

 事　業　費 0 0 0

計 11,010,869 11,124,558 -113,689

収 　支 　差 　額 0 0



６　労働条件等

（参考）
○労働基準監督署長への届出が必要な労使協定の例（労働基準法に基づくもの）
　・労働者の貯蓄金をその委託を受けて管理する場合（労働基準法第18条）
　・１ヶ月単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の２　就業規則に定めた場合には届出不要）
　・１年単位の変形労働時間制（労働基準法第32条の４、第32条４の２ほか）
　・１週間単位の非定型的変形労働時間制（労働基準法第32条の５）
　・時間外労働・休日労働（労働基準法第36条　いわゆる「３６協定」）
　・事業場外労働のみなし労働時間制（労働基準法第38条の２　事業場外労働が法定労働時間内の場合は不要）
　・専門業務型裁量労働制（労働基準法第38条の３）

○各種管理者等の業種・規模に係る要件（労働安全衛生法に基づくもの）

確認項目
状況

備考
正職員 常勤補助職員 臨時職員

雇用契約
・

労使協定

労働条件の書面による提示 労働条件通知書 労働条件通知書 ※書面の名称を記入

就業規則の作成状況 有 有
※常時１０人以上の労働者を起床する場合
は作成、届出が必要

労使協定の締結状況
有：時間外労働・休日労
働に関する協定届

有：時間外労働・休日労
働に関する協定届

※労働基準監督署長への届出が必要な協
定の有無

労働時間

所定労働時間 週40時間 週20時間未満 ※幅がある場合は上限、下限を記入

時間管理の手法
自己申告

使用者の現認
自己申告

使用者の現認
※タイムカード、ICカード、自己申告、使用者
の現認などの別を記入

休暇、休日の状況

【休暇】
・年次有給休暇
１年度につき１６日。
ただし、労働基準法に
定める日数を下回る場
合は、労働基準法に定
めるところによる。
(20日を限度に繰越)
【休日】
・非定例日の場合交代
制勤務により、勤務を
要しないと日に指定さ
れた日

【休暇】
・年次有給休暇
６ヶ月間継続勤務した
場合７～１３日。ただ
し、労働基準法に定め
る日数を下回る場合
は、労働基準法に定め
るところによる。
【休日】
・非定例日の場合交代
制勤務により、勤務を
要しないと日に指定さ
れた日

※幅がある場合は上限、下限を記入

給与

給与金額 164,603円 74,084円 ※平均月額を記入

最低賃金との比較 適 適 ※適否を記入

支払い遅延等の有無 無 無 ※有無を記入

安全衛生

一般健康診断の実施 実施

産業医の選任 選任の要否：否　　選任状況：否選任 ※規模の要件あり

安全管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：否選任 ※業種・規模の要件あり

衛生管理者の選任 選任の要否：否　　選任状況：否選任 ※規模の要件あり

安全衛生推進者（衛生推進者）の選任 選任の要否：否　　選任状況：否選任 ※業種・規模の要件あり

種別 業種 規模（常時使用する労働者数）
産業医 全ての業種 50人以上

安全管理者

林業、鉱業、建設業、運送業、清掃業、製造業（物の加工業を含
む。）、電気業、ガス業、熱供給業、水道業、通信業、各種商品
卸売業、家具・建具・じゅう器等卸売業、各種商品小売業、家
具・建具・じゅう器小売業、燃料小売業、旅館業、コルフ場業、
自動車整備業及び機械修理業

50人以上

衛生管理者 全ての業種

50人～200人（１人選任）
201人～500人（２人選任）
501人～1,000人（３人選任）
1,001人～2,000人（４人選任）
2,001人～3,000人（５人選任）
3,001人以上（６人選任）

安全衛生推進者 安全管理者と同じ 10人以上50人未満
衛生推進者 安全管理者の選任を要する業種以外の業種 10人以上50人未満



７ サービスの向上に向けた取組み

８ 利用者意見への対応

９ 指定管理者による自己点検

　　　　　　　　　

区　分 取　　組　　み　　内　　容

目標値の設定  利用促進に資するため、利用者数等の目標値設定を行い、その実現に向けて取り組んだ。

ハード、ソフト
面の改善

　ハード面として県工事はなかった。
館内修繕として、北倉庫扉の錠の取換、体育館内コンセントカバー取換、体育館照明のブレーカー修繕、バスケ
車のベアリング交換を行った。
県貸付備品として、透明ディスプレイ「リレクリア」の設置があった。
　
　ソフト面については、夏季(７～９月)開館時間の延長（９時～２１時３０分（通常期は９時～２１時）を継続
実施した。
利用者からの要望や業務内容等については職員間で話し合い、情報共有に努めた。

情報発信、広報

 ホームページにより、利用手続、利用料金、予約状況、その他イベント情報などの情報発信を行った。とっと
り施設予約サービスは随時更新し、ご利用いただいている。また、センター内掲示版等にて、県内の障がい者ス
ポーツイベント等のチラシ、関連ポスターによる情報提供を行った。
職員作成のチラシを、新規利用者に配布、ロビーに掲示した。

スポーツ教室、
スポーツイベン
トの企画、実施

　今年度は、４名の障がい者スポーツ指導員を講師として招き、月２回体育センタースポレク教室を開催した。
　スポレク内容については、第１金曜日が「ミュージック・ケア」第３金曜日は障がいの種別や程度に関係なく
誰でも楽しむことが出来る「ふうせんバレー、ボッチャ」を行った。「ミュージック・ケア」は、「ふうせんバ
レーボール」の前後の準備運動やクールダウンとしても取り組んでいる。
　実施状況は、21回実施し、延307名（昨年度274名）の参加であった。

利用者意見
の把握方法

・利用者との「意見交換会」実施。
・施設内に設置する意見箱。
・施設窓口での意見受付。
・県への「県民の声」による意見受付。

利用者からの苦情・要望 対　応　状　況

・床が滑りやすいと声があった。（6月
15日）

・当日は湿度が高くなっており、床が滑りやすくなっていると判断し、窓を閉めて利用
者に声掛けをした。
翌日も場所によっては滑りやすかったので、貼紙とコーンの設置で注意を促した。

　利用者からの積極的な評価

　いつも気持ちよく利用させてもらっていますとのご感想をいただいた。

　〔成果のあった取組み・積極的に取り組んだ事項〕

  昨年度に引き続き、夏季の７月～９月に開館時間の延長（９時～２１時３０分（通常は９時～２１時））を継続実施した結
果、障がい者団体等の延長利用に成果があった。継続して実施していきたい。
　冬期の寒さ対策として、体育館の温度が10度以下になった場合、ジェットヒーターを稼働させ対応をした。
　夏期の暑さ対策として、1階窓・非常口・2階窓・排煙窓の開放、利用前に換気扇を稼働させる等、館内の温度が少しでも下が
るよう工夫している。大型扇風機は希望があれば貸し出している。

　〔現在、苦慮している事項〕〔今後、改善・工夫したい事項・積極的に取り組みたい事項〕



　　　　　　　　

〇　敷地内の高木の剪定を、高枝枝切りばさみ等を購入し行っているが、作業が大変なため苦労している。また、建物廻りに雑
草抑えの為に植物を植えてはいるが、時期によっては、毎日草取り作業を実施している。
〇障がい者団体のキャンセルは減ってきたが,一般の方のキャンセル件数が増加している。当日のキャンセルも多い為、キャンセ
ルの出た時間が埋まらず、苦労している。
キャンセル等で予約の変更等があった場合は、「とっとり施設予約サービス」を変更し、新しい情報を提供するよう心掛けてい
る。



10 施設所管課による業務点検

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。

利用料金収入増に努めた。

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。
今年度もスポーツレクリエーション教室を実施し、障害のある方が気軽
にスポーツに取り組める環境づくりを提供した。
情報発信としては、職員作成のチラシを新規利用者に配布し、施設の利
用促進に務めた。
キャンセルが発生した際には、HPの更新やキャンセルが発生した旨の張
り紙をするなど、施設の利用促進に努めた。

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。
卓球台補強版補修や車いすバスケットボール用の車いす修繕、体育館の
ラインテープ貼替等、適宜、館内の修繕が行われている。

項　　　　　　　目 評　価 点　　　検　　　結　　　果

〔施設設備の維持管理・緊急時の対応等〕

3

　○施設設備の保守管理・修繕

　○施設の保安警備、清掃等

　○事故の防止措置、緊急時の対応

〔施設の利用の許可、利用料の徴収等〕

3

　○利用の許可

　○適正管理に必要な利用者への措置命令

　○利用料金の徴収、減免の実施

〔その他管理施設の管理に必要な業務〕

3　○利用受付・案内

　○附属設備・備品の貸出し

　○利用指導・操作

　○利用料金等に係る適正な会計事務
　　（利用券、利用券管理簿の管理など）

〔利用者サービス〕

3

　○開館時間、休館日、利用料金等

　○利用者へのサービス提供・向上策

　○施設の利用促進

　○個人情報保護、情報公開

　○利用者意見の把握・対応

　 ・環境関連法令
　　（大気、水質、振動、廃棄物等）

〔収入支出の状況〕 3

〔職員の配置〕 3

　○県内発注（鳥取県産業振興条例）

〔会計事務の状況〕

3

　○不適正事案や事故等の有無

　○業務報告書(月次)における内部検査結果

〔県の施策への協力〕
3

障がい者施設へ除草作業を発注した。

　○障がい者就労施設への発注

　○必要な規程類の整備
　　（会計規程、協定書等で整備が定められて
　　　いる規程など）

総　　　　括 3

〔関係法令の遵守状況〕

　 ・その他の法令

3

協定の内容のとおり実施されており、適切な管理が行われている。

　○関係法令に係る行政指導等の有無等

　 ・労働関係法令
　　（労働基準、労働安全、障がい者雇用等）



　※総括欄は、各項目の平均の小数点以下第2位を四捨五入した数値を基本に、総合的に評価する。

　　　　　　１：協定書の内容に対して重大な違反事項が認められる、指摘済みの不適切事項が放置されている、
　　　　　　　　計画・目標、前年度実績を大きく下回っているなど、大いに改善を要する。

《評価指標》５：協定書の内容について高レベルで実施されており、また、計画・目標を上回る実績があり、
　　　　　　　　優れた管理運営がなされている。

　　　　　　４：協定書の内容以上の適切な管理が行われており、計画・目標を上回る実績があった。
　　　　　　３：おおむね協定書の内容どおり適切な管理が行われており、計画・目標に近い実績を達成している。
　　　　　　２：協定書の内容に対して不適切な事項が認められ、また、計画・目標を達成していない。



 

（別添１） 

○鳥取県立障害者体育センターの利用料金 

平成31年３月22日 

鳥取県告示第122号 

鳥取県立障害者体育センターの設置及び管理に関する条例（平成15年鳥取県条例第１号）

第11条第２項の規定に基づき、鳥取県立障害者体育センターの利用料金を次のとおり承認し

たので、同条第３項の規定により告示する。 

１ 利用料金 

(１) 施設利用料 

区分 単位 金額 

専用利用 営利を目的

としない場

合 

入場料その他これに類するも

の（以下「入場料等」とい

う。）を徴収しないとき 

全面１時間につき 700円 

２分の１面１時間に

つき 

300円 

３分の１面１時間に

つき 

200円 

入場料等を徴収するとき 全面１時間につき 1,400円 

営利を目的

とする場合 

入場料等を徴収しないとき 全面１時間につき 24,500円 

入場料等を徴収するとき 全面１時間につき 35,000円 

一般利用 一般、大学生又は専門学校の学生 １人１回につき 70円 

備考 利用時間が１時間未満であるとき、又は利用時間に１時間未満の端数があるとき

は、１時間として計算するものとする。 

(２) 照明利用料 

分電系統 種別 金額（１時間につき） 

１ ＬＥＤ 40円 

２又は３ ＬＥＤ 60円 

４又は５ ＬＥＤ 40円 

８又は９ ＬＥＤ 40円 

全館点灯 ＬＥＤ 320円 

２分の１点灯 ＬＥＤ 160円 

備考 利用時間が１時間未満であるとき、又は利用時間に１時間未満の端数があるとき

は、１時間として計算するものとする。 

(３) 用具利用料 

区分 単位 金額 

バスケットボール用具（ボール及びバスケット台） １組１回につき 150円 

バレーボール用具（支柱、ネット及びボール） １組１回につき 200円 

バドミントン用具（支柱、ネット及びラケット） １組１回につき 50円 

卓球用具（ネット、卓球台及びラケット） １組１回につき 100円 

テニス用具（支柱、ネット及びラケット） １組１回につき 100円 

(４) ロッカー等利用料 

区分 単位 金額 

ロッカー １ブロック１月につき 200円 

備考 

１ 利用期間に１月未満の端数があるときは、１月として計算する。 

２ ロッカー内に保管できない大型物品については、ロッカー室の室内に保管すること

とし、１月の利用料は、当該物品の占用面積をロッカー１ブロックの面積（0.18平方

メートル）で除して得た数（当該数に１未満の端数があるときは、これを切り上げ

る。）に200円を乗じて得た額とする。この場合において、利用期間に１月未満の端

数があるときは、１月として算定する。 

２ 承認年月日等 

(１) 承認年月日 平成31年３月15日 

(２) 適用開始年月日 平成31年４月１日 



（別添２）

　　　

事務（非常勤）

株式会社ＴＫＳＳ総務担当職員兼務

令和５年度障がい者体育センター管理運営組織図

所長（非常勤）

・利用受付業務（利用案内、申込、利用料徴収・管理、減免管理等）に関すること
・業務日誌の作成・日常の収支、予算の執行に関すること。
・利用者の把握（事故防止、苦情受付等）に関すること
・館内管理（日常清掃、定期清掃委託、館内施設維持管理、修繕等）に関すること
・情報提供（イベント案内、ホームページ管理）に関すること
・自動販売機等の管理に関すること
・施設の防火管理に関すること。

専任

管理員（常勤３名）

勤務時間以外・定休日は警備保障会社による監視警備

警備

・体育センター会計に関すること（入出金処理・予算・決算・収支状況の把握）
・総勘定元帳作成・月次報告書・年度報告書の作成・税理士へ決算書類提出
・委託契約事務等に関すること
・施設の設備維持管理に関すること
・職員の給与、勤務に関すること。

株式会社山陰管財取締役兼務

・施設統括責任者
・管理運営全般に関すること
・利用促進に資するイベント等の計画
・施設会議の開催・苦情処理委員会の開催
・職員の人材育成に関すること・印刷書類の確認発注・委託管理の契約に関するこ
と


